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１０月４日の臨時国会の衆参両院の本会議において総理大臣の指名選挙があ

り岸田内閣が誕生しました。岸田首相は経済対策につい

て「分配なくして次経済成長はなし成長と分配の好循環

を実現し、国民が豊かに生活できる経済を作りあげる」

と強調しました。 

また新型コロナウイルス対策について岸田首相は「万

全を期す」と訴え、コロナ禍で影響を受ける人々を支援

するため、経済対策の策定を急ぐ考えを示しました。 

しかし、経済対策は「成長無くして分配はない」とし

つつも給付金の支給のみで具体性に欠けたものとなっています。 

総裁選の時は、金融所得課税強化に意欲を見せてしましたが、首相就任後には

「見送る」とし、岸田首相の発言は就任早々ブレています。このような政権運営

で果たしていいのでしょうか？良くありません。安全で安心して暮らせる平和な

社会を実現するため、私たちは政治について考えていくことが重要です。 

 
この間のコロナ対策をはじめ説明責任を果たさない政権運営に私たちは不安や

不満があります。政治は、私たちの生活と密接に関係しています。 

今回の衆議院議員選挙の１票の価値は約２００万と言われています。投票に行っ

て意思表示をしていきましょう。投票日に行けない場合は、期日前投票を確実に

行なって、大切な１票を有効に使いましょう。１票の権利を行使し、貨物労組と

政策協定を結んでいる推薦候補者を国政に送り出し、国鉄改革スキームの問題、

全国ネットワークの維持の闘いをつくり出そう！ 

 


